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盛永の偏位の矛盾再検討

一 ヘ リング図形 の場合一

宇 田川真紀雄 ・増 田直衛

Are-examination of Morinaga's paradox in Hering's figure

Makio UDAGAWA and Naoe MASUDA

序  論

 わ れ わ れ の 知 覚 経 験 は， そ の 対 象 が物 理 的 に は一 定 で あ っ て も， そ の 現 れ 方 は 多 種 多 様 で あ

り一 義 的 に は決 定 され な い。 盛 永 は知 覚 レベ ル に お け る次 元 を デ ィ メ ン シ ョン とい い ， 対 象 の

物 理 的 次 元 とを 区 別 し て い る。 物 理 的 に は， 一 定 の 次 元 ・対 象 ・図形 が ， 条 件 に 依 存 し て心 理

的 に は 多様 な デ ィ メ ン シ ョ ンを 有 す る こ とを 示 す もの で あ る。 た とxぽ ， いわ ゆ る明 る さ知 覚

の物 理 的 変 数 で あ る輝 度 は， 面 の 白 さの デ ィ メ ン シ ョン と照 明 印象 の デ ィメ ン シ ョソ とを 有 す

る。 大 き さ の知 覚 の 物 理 的 変 数 で あ る対 象 の 張 る視 角 は， 物 の 大 き さの デ ィ メ ン シ ョン と対 象

まで の距 離 の デ ィ メ ソ シ ョ ンを 有 す る。

 大 き さ ・距 離 ・方 向 ・湾 曲 な ど の幾 何 学 特 性 が ， 知 覚 的 に は客 観 的 な関 係 とは 異 な っ て 見 え

る 錯 視 現 象 は 多 種 多 様 で あ り， 古 く か ら研 究 さ れ て き た 分 野 で あ る。 盛 永(1954)は ，

Zollner， Hering， Miiller-Lyerな ど の錯 視 図 形 を用 い， 同 じ 図 形 に お い て も方 向 に 関 す る

デ ィ メ ン シ ョン と距 離 に関 す る デ ィ メ ン シ ョン で の 見 え の移 動 は異 な り， コー一 ク リ ッ ド幾 何 学

とは 整 合 し な い こ とを 指 摘 した 。 た と え ぽ ， 図1(a)のHering図 形 に お い て は ， 物 理 的 に

平 行 な2本 の 直 線 が 中 心 で は 外 側 に 膨 ら ん で 見 え る が ，(b)の よ うに ，3点 の み を 取 り出 し

た 図形 で は， 中央 の2点 間 の 距 離 は 上 下 の そ れ よ り も狭 ま って 見xる 。 そ し て(c)の よ うに

点 の数 を増 や し， 方 向性 が 強 め ら れ る と，(a)と 同様 な錯 視 現 象 が 生 じ る よ うに な る。 線 が

ま っす ぐか 曲が っ て い る か は方 向 の デ ィ メ ン シ ョ ンの 移 動 で あ り， 点 問 の 距 離 の デ ィ メ ン シ ョ

根 津 美 術 館(〒107-0062港 区 南 青 山6-5一一1)：Nezu Institute of Fine Arts，6-5-1 Minami-aoyama，

Minato-ku，107-0062， Japan.

慶 應 義 塾 大 学 心 理 学 教 室(〒223-8521横 浜 市 港 北 区 日吉4-1-1)：Psychology Laboratory， Keio Uni-
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(a)Heringの 図 形 (b)点の数が少ない図形

図1 盛永の偏位の矛盾図形

(c)点 の数 が多 い図形

ンの移動 とは異なることを示す事実である。

 この ことは知覚研究における知覚デ ィメンシ ョンの明確化の重要性を意味する。すなわち，

観察者は何を観察の対象 としているのか， どのデ ィメンシ ョンについて測定 されているのか，

に留意しなけれぽならない。

実 験1

目的

 盛 永(1954)はHering図 形 に お い て ， 点 図形 で 点 の 数 を 減 ず る とHering図 形 に お け る 放

射 図形 の効 果 が 少 な くな り， 逆 の 効 果 が 生 ず る こ と を報 告 して い る。 本 実 験 で は，Hering図

形 に 加 え て，Wundt図 形 に つ い て も 実 験 を 行 い ， 方 向 の デ ィメ ン シ ・ ン， 距 離 の デ ィメ ン

シ ョン につ い て 検 討 す る。Wundt図 形 は， Hering図 形 を 中 心 で 左 右 を 入 れ 替 えた 図 形 と考 え

られ る。

 池 田 ・盛 永(1956)の 実験 で は， そ れ ぞ れ の条 件 で ， 方 向 判 断 の条 件 と， 距 離 判 断 の条 件 で

実 験 を 行 い， 方 向 判 断 条 件 で 線 図 形 と し て の見 え方 に近 くな る傾 向 を 報 告 して い る。 本 実 験 で

も， 同 一 の 図形 に お い て知 覚 デ ィ メ ソ シ ョン を教 示 に よ り指 摘 し， 検 討 す る。

方 法

く 装 置 〉

 暗 室 内 の 机 に顎 台 を 設 置 し， 被 験 者 が 苦 し くな い 高 さ に調 節 した 。 被 験 者 の左 目 に眼 帯 を 着

け， 右 目の 単 眼 視 に よ り実 験 を 行 った 。 被 験 者 の 右 目 か ら観 察 距 離i114.6cmの 前 額 平 行 面 に

デ ィス プ レ イ(Sony， CPD-17SF9)を 設 置 した 。 デ ィス プ レ イ に は マ ス ク を し， 縦19.Ocm

(視 角9.5.)× 横21.Ocm(視 角10.5.)の フ ィ ー ル ド部 分 の み が提 示 さ れ た 。 放 射 図形 は プ リγ

タ(OKI， MICROLINE 903 YS II)に よ っ てA40HP用 紙 に 印刷 した も の を フ ィー ル ドに

重 ね て 置 き， 提 示 し た 。 点 ， 及 び 線 の 提 示 は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ー”'”タ(COMPAQ，
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(a)放 射 図形(Hering図 形)           (b)Wundt図 形(Hering図 形 の変 形)

図2 実験1で 用 いた 図形

PRESARIO 1636)上 でDirector(macromedia， Ver.6.01J)に よ り制 御 さ れ ， デ ィス プ レ

イ に提 示 され た 。 デ ィ ス プ レ イの 輝 度 は35～45cd/m2で あ った 。

<提 示 パ タ ン>

 OHP上 に 印 刷 し た 放 射 図 形 は， Hering図 形 で は18.Ocm(視 角9.0.)の 直 線 を12本 放 射 状

に 配 置 し， 垂 直 ・水 平 方 向 に線 が 入 らぬ よ うに ず ら し て 左 右 対 称 に 作 成 した(図2a)。 Wundt

図 形 は ， こ のHering図 形 を 中 心 か ら垂 直 に4.5cm(視 角2.2度)左 右 を 取 り出 し て 垂 直 方 向

で 二 分 し， 放 射 線 の 焦 点 の 間 隔9.Ocm(視 角4.5.)で 組 み 合 わ せ て 作 画 した(図2b)。 デ ィ ス

プ レ イ に提 示 され た 直 線 は 幅0.12cm(視 角0.06.)長 さ18.Ocm(視 角9.0.)， 点 は直 径0.12cm

(視 角0.06.)で ，縦 の 間 隔 は3点 図 形 で6.Ocm(視 角3.0.)間 隔 ，5点 図 形 で は3.Ocm(視 角

1.5.)間 隔 で 提 示 され た 。2本 の 平 行 線 及 び各 点 は コ ン ピ ュ ー タ で制 御 され ， 間 隔 は放 射 線 の

中 心 か ら1.5cm(視 角0.75.)，3.Ocm(視 角1.5.)，4.5cm(視 角2.25.)，6.Ocm(視 角3.0.)

の 各4条 件 で あ っ た。

〈 被 験 者 〉

被 験 者 は，20歳 か ら64歳 の男 性4名 ， 女 性4名 の計8名 で あ った 。

〈 手 続 き〉

観 察 は 右 目 の 単 眼 ， 自 由 視 に よ り観 察 し， 観 察 時 間 も 定 め な か った 。 実 験 は 位 置 判 断 で の

Hering， Wundt図 形 ， 距 離i判断 で のHering， Wundt図 形 の4セ ッシ ョン か ら成 っ て い る。

被 験 者 に は

  被 験 者 と し て ご協 力 有 り難 うご ざ い ま す 。 知 覚 心 理 学 の 実験 で す か ら， あ な た の 能 力 や 性

  格 を調 べ る の で は あ りま せ ん 。 人 が あ る図 形 を 見 る時 に， ど の様 に 見 え て い るの か を 調 べ

  ます 。 正 し い答 えや 見x方 が あ るわ け で は あ りま せ ん の で ， お気 軽 に これ か らの 実 験 に お

  答 え下 さい 。

  これ か ら 「用 意 」 「始 め」 の 合 図 で ， あ る図 形 を お 見 せ い た し ます 。 図 形 の 提 示 の 間 は ，

  で き るだ け顔 を動 か さ な い よ うに して くだ さ い。 図 形 を観 察 し終 わ った ら， 図形 の 中央 に
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  ある2本 の垂直線， もしくは，2列 縦 に並んだ点の，それぞれがどの様に見 えたかを報告

  してください。報告 し終わ った ら目を閉じて，次の 「用意」「始め」の合図で再び 目を開

  けて，次の図形を観察 して下さい。

とい う教示を与x， 距離判断条件では

  例 えぽ， こち らの図形では点(線 図形の場合 は 「線」)の 幅 はどの ように見 えますか?

  (点図形・線図形を提示)言 語報告が足 りない場合1点 と点の間隔(線 図形の場合は 「2本

  の線の幅」)は ，上 と下 と真ん中で どこが一番幅が広 く見えますか?

方向判断条件では

  例 えぽ， こちらの図形では点(線 図形の場合は 「線」)の 位置はどのように見えますか?

  (線図形 ・点図形を提示)言 語報告が足 りない場合 ：点を縦に結んだ線(線 図形の場合は

  「2本 の線」)は 真っ直 ぐな直線上に並んで見えますか?

との教示を与x， 実験を開始 した。

 図形は，3点 ，5点 ，直線の3条 件にそれぞれ点及び線の間隔4条 件の計12条 件を，各セ ッ

ション内でラソダムに提示 し，位置 ・距離iおよびHering・Wundtの 順序の効果を相殺するた

め，各組み合わせを2人 ずつに行った。判断条件の終わ りに休憩を一度 とり，その後再び教示

を与えて実験を行 った。

結果 ・考察

 被験者の言語報告を条件 ごとにまとめたのが表1で ある。 また， この中か ら平行線が中心で

膨 らんでいるか，へこんでいるかに関する報告を集計したのが表2， 表3で ある。

〈点の数の影響〉

 本実験ではHering図 形 において中心で膨 らみ， Wundt図 形において中心でへ こむ，放射

図形の効果が見 られた。両図形 ともに直線図形が最 も効果が大 きく，次いで3点 図形，5点 図

形 と効果が減少 している。池田 ・盛永(1956)の 実験では，方向判断条件では3点 図形よ り5

点図形の方が点図形の効果が少ないが，距離判断条件では5点 図形の方が点図形の効果が大 き

かった。3点 図形 と5点 図形 とでは効果の差が少 ないと考xら れ る。また，Hering， Wundt

両図形において，点図形で直線図形より放射図形の効果が減 じている事から，点図形の効果は

放射図形の効果を減ずる方向に働 く， と考えられる。

 本実験では，Heringの 点図形で放射図形の効果の減少は見 られたが，逆転までは見 られな

かった。盛永の実験では比較刺激を用いた実験を行 っていたのに対 し，本実験では単一の図形

を観察 した実験であった事が関係しているのではないだろうか。

 また，点図形で平行線の距離が近い条件の時に中心の点が独立 して見 える傾向が見 られた。

<教 示 による観察者の態度>

 Hering， Wundt両 図形 とも，距離判断で若干効果の減少が見 られたが，殆 ど差はなかった

と言える。被験者によって逆転 との回答 もあったが，教示があっても被験者により観察のディ

メンシ ョンが異なっていたのではないかとも考えられる。池田 ・盛永(1956)に 比べて，単一

刺激法での教示による見xの 差が，二刺激比較法ほど判断に影響を及ぼさなかった と言xる 。
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表1 実験1に おける見えの報告数(件)

点の数 教示

Hering Wundt Hering Wundt

直線 3点 5点 直線 3点 5点
位置
判断

距離
判断

位置
判断

距離
判断

平

面

ll二本の平行線 5 41 42 10 21 32 41 47 29 34

0 中心で膨らむ 59 15 10 1 6 4 40 44 6 5

〉( 中心で凹む 0 7 5 50 35 23 9 3 53 55

0 中心で膨らむ方向に折れる 0 4 1 0 0 0 5 0 0 0

〉(中心で凹む方向に折れる 0 0 0 0 3 0 0 0 1 2

13上下端と中心で内側に寄る 0 0 2 0 0 1 0 2 1 0

3f上下端と中心で外側に寄る 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

If中心だけ外側に折れる 0 0 0 1 0 1 0 0 z 0

}； 中心だけ内側に折れる 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

中

心

分
離

1/
全体は直線的に並び、

中心の点だけ外側に独立して見える
0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

l/
全体は直線的に並び、

中心の点だけ内側に独立して見える
0 0 0 0 3 1 0 0 3 1

0 全体は中心で膨らみ、

中心の点だけ外側に独立して見える
0 a 2 0 0 0 2 0 0 0

O 全体は中心で膨らみ、

中心の点だけ内側に独立して見える
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

)( 全体は中心で凹み、
中心の点だけ外側に独立して見える

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

立
体

直線は平行で中心で手前側に膨らむ 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

直線は平行で中心で奥に膨らむ 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

)( 間隔は中心で狭まっており、
中心で手前側に膨らむ

0 0 0 1 a 1 0 0 2 0

〉(
間隔は中心で狭まっており、
中心で奥に膨らむ

0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

下側で手前に寄ってくる a 1 0 0 0 0 t 0 0 0

傾

き
ハ 上端より下端の方が幅が広い 1 1 2 0 2 0 2 2 1 1

) 上端より下端の方が幅が狭い 0 6 4 1 1 0 2 8 0 2

(次ペ ージに続く)

97



慶應義塾大学日吉紀要 ・自然科学 No.32(2002)

(前 ページ続 き)

平行線の間隔(cm)

Hering Wundt

1.5 3.0 4.5 6.0 1.5 3.0 4.5 6.0

平

面

11二本の平行線 15 25 24 24 16 14 16 17

0 中心で膨らむ 24 19 20 21 5 z 3 1

)( 中心で凹む 6 3 2 1 27 27 27 27

0 中心で膨らむ方向に折れる 1 1 1 2 0 0 0 0

)(中心で凹む方向に折れる 0 0 0 0 1 1 0 1

f/上下端と中心で内側に寄る 1 0 1 0 0 a 1 0

3f上下端と中心で外側に寄る 0 1 0 0 a 0 0 0

If中心だけ外側に折れる 0 0 0 0 1 0 0 1

}；中心だけ内側に折れる 1 0 0 0 0 0 0 0

中
心
分
離

骨
全体は直線的に並び、
中心の点だけ外側に独立して見える

1 0 0 0 0 0 0 a

//全体 は直線的に並び、
中心の点だけ内側に独立して見える

0 0 0 0 1 1 1 1

O
全体は中心で膨らみ、
中心の点だけ外側に独立して見える

1 1 0 0 0 0 0 0

f> 全体は中心で膨らみ、
中心の点だけ内側に独立して見える

0 0 0 0 0 1 0 0

)E 全体は中心で凹み、
中心の点だけ外側に独立して見える

0 1 0 0 a 0 0 0

立
体

直線は平行で中心で手前側に膨らむ 0 0 1 0 a a 0 0

直線は平行で中心で奥に膨らむ 0 0 0 0 0 0 0 1

)(
間隔は中心で狭まっており、
中心で手前側に膨らむ

0 0 0 0 1 1 0 0

)/
間隔は中心で狭まっており、
中心で奥に膨らむ

0 0 0 0 0 1 0 0

下側で手前に寄ってくる 0 0 1 0 0 0 0 0

傾
き

ハ
上端より下端の方が幅が広い 0 1 2 1 0 1 1 0

11上端より下端の方が幅が狭い z z 1 5 1 1 0 0
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表2 実験1に おける提示図形の形態と報告数(件)

膨らむ 平行 へこむ

Hering

位置
直線

 '..

i=  ・1鎖 1 0

3点 6i ・ 短 5

5点 3iこ

島…輸 ・・…

  斟 4

距離
直線

：、

 ss'}瀚 4 0

3点 9罫∵  鍛 2

5点 7
.n
：， 、 黷 1

直線 0 5

Wundt

位置

ゼ v'鬣

3点 4 7

殉.

{  癬

5点 2計 壌7 10

距離
直線 1 5     '.
3点 2 14

，..     蝉

  、 絡

5点 2 i：  絡 13

また，教示によって見え方を変えるには熟練を要する為，個人差が大きかったことも考 えられ

る。

 また，方向判断条件 において，Heringの 点図形，及びWundtの 線図形 で立体的に観察 さ

れる傾向があった。Hering図 形では 「トンネルの内側を見ているみたい」 とい うように，放

射線の中心が遠 くにあ り，放射線が トンネルの内壁を平行に走 っている線の様に見 える， とい

う記述が多 く，Wundt図 形では，「自転車の車輪を前から見ているみたい」「魚の顔を前か ら

見たみたい」 というように，中心の交点で手前に突出しているような見えが多かった。 これ ら

の放射図形が三次元的に見えている場合 と，平面的に見 えている場合で平行線の見xに も差が

生 じていると考xら れる。

〈平行線の距離〉

 線および点の放射線の中心か らの距離iでは，表3に 見 られ るよ うにHering， Wundt両 図形

ともに直線図形においては3.Ocm，4.5cmで 効果が大 きく，3点 ・5点 図形 においては3.Ocm，

4.5cmで より効果が減少 していた。この結果から見 ると，放射図形 と平行線 の交差の角度が

反対錯視の効果に影響す ると言える。

実 験2

目的

 幾何学においては点の連続は線 となる。池田 ・盛永(1965)に よると，方向判断 も距離判断

も，点の数が増.'Z..るにしたがって，中央が狭 まって見xる 錯視から中央が膨らんで見える錯視

へ と順次移行 している。 これは，同様 の図形の布置でも，点の数が増えるにしたがい橋渡 しの

線 としての機能を持つ ことになることを示唆している。運動す る点は，瞬間，瞬間をとれば点
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表3 実験1に おける図形の放射線の中心からの距離と報告数(件)

膨らむ 平行 へこむ

Hering

直線

1.5cm 1 0糧

3.Ocm 穂
」

1 0

4.5cm
' 輝

1 0

6.Ocm
.，..，聯.噛 貞.繭.軸 駒.， 聯.噛 貞 ，.繭 ，

    .'鱒 2 0

3点

1.5cm 7 5 4

3.Ocm 1i 肇3 2

4.5cm 4i 鷲 1

6.Ocm 3i
' 雛

0

5点

1.5cm 3i 駐 2

3.Ocm 2 } ''”貞” 讐 1

4.5cm 1i 紐 1

6.Ocm 4i 組 1

Wundt

直線

1.5cm 0 4 笛

3.Ocm 0 1 欝

4.5cm 0 0 欝
6.Ocm 1 5

.、..鞠 鞠.....軸...軸.....軸 .7

      鐙

3点

1.5cm 1 5 笛

3.Ocm 2 5 3

4.5cm 2 5 7

6.Ocm 1 6 鐙

5点

1.5cm 0 $ 7

3.Ocm 1

駒....鞠 白...軸 曲 騨 白噴 メ..触 ，..

      鶏 4

4.5cm 0 書 5

6.Ocm 3 5 フ

で あ る。 そ の軌 跡 は線 とな る。 運 動 速 度 に よ っ て は 点 の移 動 と も見 え る し， 連 続 し て線 と し て

の見 え も存 在 す る。 点 の運 動 の 速 さ の違 い に よ り， そ の軌 跡 の 見 え方 の 検 討 す る。

方 法

く 提 示 パ タ ン〉

 デ ィス プ レ イ に は 直 径0.12cm(視 角0.06.)の 点 が 左 右 二 つ 水 平 に 提 示 され ，18cm(視 角

9.0.)の 距 離 を上 か ら下 ， も し くは 下 か ら上 へ 移 動 した 。2点 の 間 隔 は 放 射 線 の 中 心 か らの 距

離 が1.5cm(視 角0.75.)，3.Ocm(視 角1.5.)，6.Ocm(視 角3.0.)の3条 件 ， 点 の 移 動 速 度 は

18.Ocm/s(15frame/s)，10.8cm/s(25frame/s)，7.7cm/s(35frame/s)，6 .Ocm/s(45

frame/s)の4条 件 ， 上 方 向， 下 方 向 の運 動 方 向2条 件 の計48条 件 を用 い た 。

〈 被 験 者 〉

 被 験 者 は20歳 か ら33歳 の 男 性5名 ， 女 性3名 で あ っ た が ， うち1人 は教 示 が 誤 っ て伝 わ った

可 能 性 が あ る為 ， 処 理 に は加 え な か っ た 。
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表4 実験2に おける見xの 報告数(件)

点の 間 隔(cm) 運動方 同

Hering Wundt Hering Wundt

1.5 3.0 6.0 1.5 3.0 s.o
上

方向

下

方向

上

方向

下

方 向

平

面

il二本の平行線 29 22 23 25 28 28 35 39 43 38

0 中心で膨らむ 11 24 28 5 4 1 34 29 6 4

)(中心で凹む 2 1 1 21 21 20 3 1 28 34

ーー
上下端と中心で内側に寄る 2 3 1 5 3 4 2 4 6 6

ーー
上下端と中心で外側に寄る 7 1 1 0 0 1 5 4 1 0

//中心だけ外側に折れる 4 2 0 0 0 2 2 4 0 2

～～ 中心辺りから下で幅が広い 1 3 1 a 0 0 2 3 0 0

～～ 中心辺りから上で幅が広い 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

傾
き

～1
上端より下端の方が幅が広い 1 1 a 1 1 0 2 0 1 1

1～
上端より下端の方が幅が狭い 1 5 9 z 2 2 3 12 5 1

揺
れ ーー

全体としてジグザグに動いている 5 8 8 6 7 8 11 10 13 8

                                   (次ページへ続く)

〈手続 き〉

 実験方法および実験装置は実験1と 同じものを使用した。点 は一度 しか提示されず，提示 さ

れた後に被験者は見x方 を言語報告した。被験者には

  被験者 としてご協力有 り難 うございます。知覚心理学の実験ですから，あなたの能力や性

  格を調べるのではあ りません。人がある図形を見 る時に， どの様に見えているのかを調べ

  ます。正 しい答えや見え方があるわけではあ りませんので， お気軽にこれからの実験にお

  答え下 さい。

   これか ら 「用意」「始め」の合図で，ある図形 の中を2つ の点が動 きます。図形の提示

  の間は，できるだけ顔 を動かさないようにしてください。図形 を観察 し終わったら，2つ

  の点がどの様な軌道を通ったかを実験者に報告 して くだ さい。報告 し終わったら目を閉 じ

  て，次の 「目を開けて下さい」とい う合図で再び 目を開け，図形を観察 して下 さい。

   それでは，練習をしてみましょう。r用 意」「始め」。こちらの図形ではどのよ うに見 え

  ますか?(場 合に依 っては繰 り返 し提示)

   本実験では点は一度しか提示 されませんので，注意 してみていて下さい。他にも何か気

  がついた事が有 ったら言って下さい。他 に何か質問は有 りませんか?

   それでは，実験を始めます。
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(前ページ続き)

運 動 速 度(cm/s)

Hering Wundt

18.0 Los 7.7 6.0 18.0 Los 7.7 6.0

平

面

二本の平行線 22 14 20 18 25 13 19 24

0 中心で膨 らむ 12 21 16 14 3 4 3 0

)(中心で凹む 2 0 0 2 12 19 17 14

8 上下端と中心で内側に寄る a 3 2 1 2 4 3 3

t!上下端と中心で外側に寄る 2 2 2 3 0 0 0 1

3 中心だけ外側に折れる 0 1 2 3 0 2 0 0

～～
中心辺りから下で幅が広い 4 0 0 1 0 0 0 0

～～
中心辺りから上で幅が広い 0 1 0 0 0 0 0 0

傾
き

～1
上端より下端の方が幅が広い 0 1 1 0 0 1 1 0

1～
上端より下端の方が幅が狭い 3 3 3 6 0 2 1 3

揺
れ ーー

全体としてジグザグに動いている 2 4 8 7 1 3 9 8

表5 実験2に おける提示図形の放射線の中心からの距離と報告数(件)

膨らむ 平行 へこむ

Hering

1.5cm
上方向 5 ll'ぺ'播 1

下方向 6  〉：'ウ 、捻 1

3.Ocm
上方向 s4s

su講 10 1

下方向 10i、 二、 ぺ ・鐙 0

6.Ocm
上方向 v}

vY'㌔ 樽 9 1

下方向 13i ・・  纏 0

Wundt

1.5cm
上方向 2 轡 騨1・癖 9

下方向 2i 鰐 響 籍 12

3.Ocm
上方向

  噛 く  ∫' '”

4i㌔ 亭 ” 鸞 10

下方向 1 鑽 磐こ驚 11

6.Ocm
上方向 Ol i尋こ ・ 轡 織 9

下方向 1
  ，    、

i誉・◆ 転 暁撫 11
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表6 実験2に お け る点 の移動 速 度(cm/s)と 報 告数(件)

膨らむ 平行 へこむ

Hering

18.Ocm/s

1.5cm 0 糧 2

3.Ocm 5

 幽
” 登

0

6.Ocm
' 

，7 6 0

10.8cm/s

1.5cm 4 0登

3.Ocm a 4 0

6.Ocm 藝 4 0

7.7cm/s

1.5cm 3i 7 0

3.Ocm 3韮
・  ㌦1¢

0

6.Ocm ?萋
蓬  jF

0

6.Ocm/s

1.5cm 4 illll∵マ”『『'∫ 透 0

3.Ocm 5i ' 鬘 1

6.Ocm 5…}∵  ”$ 1

Wundt

18.Ocm/s

1.5cm 2i         鬘
  .ら，，

1

3.Ocm 1i
5.d.，

   .a 5

6.Ocm oi
、    、

   8 6

10.8cm/s

1.5cm 3 4
 ㍉   「  丁

・ 嶋

3.Ocm 1 4
乱、 ，；〉

  ・》・?

6.Ocm 0 5 S 、 '君

7.7cm/s

1.5cm 0 5 +-vf、=；3

3.Ocm 2 ' ・庸 4

6.Ocm 1
   ㌦' 嬉

5

6.Ocm/s

1.5cm 0
.III.._鱒，、目鱒..`幽 ..ll

       7 6

3.Ocm 0 、  8 5

6.Ocm 0 奪 3

との 教 示 を与 えた 。

 実 験 は ，Hering図 形 とWundt図 形 の2セ ッシ ョン か ら成 り， 各 セ ッシ ・ ン 内 で の 順 番 は

ラ ソ ダ ム に 提 示 さ れ た。 また ， 各 セ ッシ ョン の 間 に休 憩 を と った 。Hering図 形 とWundt図

形 の順 序 の 効 果 を 考 慮 し，4人 ず つ 順 序 を変 え て 実 験 を行 った 。

結 果 ・考 察

 被 験 者 の 言 語 報 告 を 条 件 ご と に ま とめ た の が 表4で あ る。 運 動 して い る 点 に お い て も，

Hering， Wundt両 図形 と も にHering図 形 で 膨 らん で 見 え， Wundt図 形 で へ こ ん で 見 え る，

正 の放 射 図 形 の効 果 が 見 られ た 。 ま た ， 静 止 して 見.`2..る条 件 で は三 次 元 的 な見 えの 報 告 が 見 ら

れ た が ， 運 動 して 見 え る点 の 条 件 で は 三 次 元 的 な 見 え の報 告 は見 られ な か っ た 。

 言 語 報 告 の 中 か ら平 行 線 が 中 心 で膨 らん で い るか ， へ こん で い る か に関 す る報 告 を集 計 した

の が表5， 表6で あ る。
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30

25

 20f

封015
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5

」

30

25

 20

剣015
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5

▲'

 △ ・・口.鹽

”      鹽'▲・.

丶 ▲

一

F㊥ ら姻
1+平 行 旨L
・き・・墾…蔓!

  ▲・・..鹽           ...・・▲
0                                   0

 18.Ocm/s   10.8cm/s   7.7cm/s   6.Ocm/s        18.Ocm/s   10.8cm/s   7.7cm/s   6.Ocm/s

        点の速度                        点の速度

(a)Hering図 形 に お け る点 の 速 度 と報 告 数(件) (b)Wundt図 形 に お け る 点 の速 度 と報 告 数(件)

                 図3 実 験2の 結 果

〈運動方向の影響〉

 点の運動方向については，Hering図 形 で上か ら下への運動の方が下に行 くと点の距離が狭

くなって見える， との報告が多かった。 しか し，他 にはほとんど運動方向による影響は見 られ

ず，Hering図 形， Wundt図 形の放射線の効果には運動方向が影響していない と言 える。

<点 の間の距離>

Hering図 形では中心からの距離6.Ocmの 時に最も反対方向への効果が大 きく， Wundt図 形で

は速度の遅い条件の時に6.Ocm距 離で最 も効果が大 きかったが，いずれ も差が僅かであった。

これは実験1の 結果 と同 じく，平行線 と放射線の交差する角度が影響 していると言xる が， こ

の実験では差がわずかであった。更なる実験が必要である。

〈運動速度〉

 速度条件の遅い時にジグザグに揺れて見 える， との報告が多かった。図3(a)， 図3(b)

に見 られるように，両図形 ともに運動速度では10.8cm/sで 最 も効果が大きく，それ より速い

条件でも遅い条件でも効果は少なくなっている。運動して見 える点においても，速度条件が最

適の時に線図形 と同様の効果が見られた。

ま と め

 本研究に：おいて，Hering図 形 とWundt図 形 を比べ ると，点図形の効果は放射図形 の効果

を減ずる方向に働いた。 これは，運動図形でも同様に，滑らかな線として見xる 速度条件にお

いて放射図形の効果が最 も大 きく働 き， これより速い条件でも遅い条件でも，点図形の効果 と

同様 に放射図形の効果を減ずる結果 となった。これ より，放射図形の効果は，静止図形，運動

図形 ともに平行線の物理的布置によらず，橋渡 し線 としての見 えと関係 している， と言える。
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                   付  記

 本論文は第一著者の慶應義塾大学平成11年 度卒業論文 「盛永の偏位の矛盾 と知覚のディメン

シ ョンーHering， Wundt両 図形を用いた実験的検討一」の一部である。
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